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１１１１    島田市の概要島田市の概要島田市の概要島田市の概要 

（１）島田市の概要（１）島田市の概要（１）島田市の概要（１）島田市の概要 

本市は、日本の国土の中央で、大井川の中下流域に位置し、静岡県志太・榛原地域の中核的な都市であ

る。市域は、東西約 23km、南北約 31km で、面積は 315.70km

2

となっており、静岡県全体面積の約 4.1%を占

めている。 

北部は山地が多く、南部は大井川によって形成された扇状地及び牧之原台地からなっており、市域の総

面積の約 3 分の 2 が森林であり、豊かな自然環境に恵まれている。 

このような中で、富士山静岡空港の開港や新東名高速道路の開通などにより、国内でも有数の交通基盤

が充実した地域となっている。 

ついては、この強みを有効に活用することで、さらなる産業の活性化や交流人口の増加など、さまざまな

可能性が広がることが期待されていることから、これまで以上に第 2 次、第 3 次産業の進出が予想され計画

的な土地利用の必要性が高まっている。 

（２）島田市の人口・産業（２）島田市の人口・産業（２）島田市の人口・産業（２）島田市の人口・産業 

①人口減少・少子高齢化①人口減少・少子高齢化①人口減少・少子高齢化①人口減少・少子高齢化 

全国的には、日本の総人口は、平成 17 年に戦後はじめて減少に転じ、本格的な人口減少社会が訪れて

いる。今後も出生率の低下による更なる少子化の進行や、平均寿命の伸長による高齢化の急速な進展が

見込まれ、生産年齢人口の減少に歯止めがかからない情勢となっている。 

将来人口推計によると、本市の総人口は平成 32 年には約 94,356 人となり、平成 22 年の 100,276 人に比

べて約 6,000 人減少することが予測されている。また、高齢化率は平成 32 年には 31.8％となり、平成 22 年

の 25.8％に比べて 6.0 ポイントの増、市民の 3 割以上が 65 歳以上の高齢者となることが予測されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田市における人口の推移島田市における人口の推移島田市における人口の推移島田市における人口の推移    

（出典：（出典：（出典：（出典：H22H22H22H22 以前は国勢調査による実績値、以前は国勢調査による実績値、以前は国勢調査による実績値、以前は国勢調査による実績値、H27H27H27H27 以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値） 
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島田市における年齢階層別人口割合の推移島田市における年齢階層別人口割合の推移島田市における年齢階層別人口割合の推移島田市における年齢階層別人口割合の推移    

（出典：（出典：（出典：（出典：H22H22H22H22 以前は国勢調査による実績値、以前は国勢調査による実績値、以前は国勢調査による実績値、以前は国勢調査による実績値、H27H27H27H27 以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）以降は国立社会保障・人口問題研究所による推計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田市における人口ピラミッド島田市における人口ピラミッド島田市における人口ピラミッド島田市における人口ピラミッド    

（出典：（出典：（出典：（出典：H22H22H22H22 は国勢調査による実績値、は国勢調査による実績値、は国勢調査による実績値、は国勢調査による実績値、H32H32H32H32 は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）は国立社会保障・人口問題研究所による推計値）は国立社会保障・人口問題研究所による推計値） 
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②人口動態②人口動態②人口動態②人口動態 

平成 15 年～平成 23 年における本市の自然動態は、平成 17 年以降、死亡数が出生数を上回る「自然減」

の状態が続いている。また社会動態は、平成 18 年以降、転出数が転入数を上回る「社会減」の状態が続い

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田市における自然動態・社会動態島田市における自然動態・社会動態島田市における自然動態・社会動態島田市における自然動態・社会動態    

（出典：平成（出典：平成（出典：平成（出典：平成 24242424 年度年度年度年度    島田都市計画区域島田都市計画区域島田都市計画区域島田都市計画区域    都市計画基礎調査）都市計画基礎調査）都市計画基礎調査）都市計画基礎調査）    

    

③就業人口・産業構造③就業人口・産業構造③就業人口・産業構造③就業人口・産業構造 

平成 22 年における本市の産業別就業人口は、第 1 次産業が 3,841 人、第 2 次産業が 19,151 人、第 3 次

産業が 28,252 人となっている。 

農業の就業人口は 3,752 人であり、年代別の構成割合は、10 代～20 代が 81 人で約 2.2％、30 代～40 代

が 479 人で約 12.8％、50 代～60 代が 1,755 人で 46.8％、70 代以上が 1,437 人で 38.3％となっており、他の

産業に比べて農業就業者の高齢化が顕著になっている。 

また、将来の就業人口は、全体的に減少していくことが見込まれており、平成 22 年の 51,244 人から、平

成 32 年には 42,179 人になると予測されている。 

産業別では、第 1 次産業が平成 22 年の 3,841 人に対して平成 32 年では、2,688 人、第 2 次産業が平成

22 年の 19,151 人に対して平成 32 年では 12,920 人と、ともに大幅に減少することが見込まれている。一方、

第 3 次産業は平成 22 年の 28,252 人に対して平成 32 年では 26,571 人と、減少する見通しである。 
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島田市における年代別産業別就業人口割合（出典：平成島田市における年代別産業別就業人口割合（出典：平成島田市における年代別産業別就業人口割合（出典：平成島田市における年代別産業別就業人口割合（出典：平成 22222222 年国勢調査）年国勢調査）年国勢調査）年国勢調査）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島田市における産業別将来就業人口島田市における産業別将来就業人口島田市における産業別将来就業人口島田市における産業別将来就業人口    

（出典：国勢調査及び島田都市計画都市基本計画（（出典：国勢調査及び島田都市計画都市基本計画（（出典：国勢調査及び島田都市計画都市基本計画（（出典：国勢調査及び島田都市計画都市基本計画（H27.3H27.3H27.3H27.3）））））））） 
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２ これまでの経過と計画の位置付け 

（１）これまでの経過（１）これまでの経過（１）これまでの経過（１）これまでの経過    

        本計画の策定に至るこれまでの経過は、次のとおりである。 

平成 24 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2/14 堤間地区の農地所有者 35 人が連名で土地の有効利用開発に関

する要望書を提出 

 

5/21 静岡県が内陸フロンティア構想に係る新東名高速道路 IC 周辺

の各市町をヒアリング 

 

6/1 内陸フロンティアを拓く県と市町との企画政策会議に出席 

 

8/20 静岡県が、新東名高速道路開通記念シンポジウムを開催 

「内陸フロンティア」の実現に向けた“ふじのくに”の新しいかた

ち 

９月中に総合特区を申請予定（副知事）との発言 

 

11/27（報道）静岡県が申請している「内陸フロンティア」構想の総

合特区申請が内閣府の１・２次審査を通過したとの報道 

 

12/18 金谷 JC･コミュニティ委員会主催の「新東名島田金谷 IC 周

辺整備に係る勉強会」に出席 

 

4/25 庁内に新東名島田金谷 IC 周辺等開発プロジェクト推進チーム

を設置 

 

6/26   

7/3   金谷コミュニティ委員会が、新東名島田金谷 IC 周辺を考

えるワークショップを開催 

7/10   

7/24    

 

11/25 島田市企業誘致説明会を開催し、市として内陸フロンティア

を推進する意思を表明 

 

10 月中 開発候補地選定のための基礎調査を実施 

 

11/25 議会全員協議会にて開発候補地選定のための基礎調査結果を
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平成 26 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 

 

報告 

 

1/16 横岡町内会説明会にて、地区住民アンケート実施について説

明 

1/17 牛尾町内会説明会にて、地区住民アンケート実施について説

明 

 

1～2 月 新東名島田金谷 IC 周辺住民アンケートを実施 

 

5/7 静岡県に内陸フロンティア推進区域を申請 

 

5/13 市議会経済建設常任委員会に住民アンケートの結果について

報告 

 

5/27 内陸フロンティア推進区域の指定（H26.5.27 付け政企第 37

号） 

推進区域の名称：新東名島田金谷 IC 周辺都市的土地利用推進区域 

留保条件：地域と進捗評価等を行う体制を早期に設けること 

 

6/27 横岡町内会説明会にて住民アンケート結果を報告 

6/28 牛尾町内会説明会にて住民アンケート結果を報告 

 

7/8 静岡県地域政策局長が現地を視察 

 

7/18 静岡県副知事が現地を視察 

 

8/7 新東名島田金谷 IC 周辺まちづくり協議会（以下「まちづくり

協議会」という。）の設立総会 

 

9/4 内陸フロンティア推進区域留保条件解除通知 

 

9/18 第１回まちづくり協議会ＷＳを開催 

10/9 第２回まちづくり協議会ＷＳを開催 

10/30 第３回まちづくり協議会ＷＳを開催 

11/20 第４回まちづくり協議会を開催 

12/4 第５回まちづくり協議会を開催 

 

1/15 まちづくり協議会会長が新東名島田金谷 IC 周辺まちづくり構

想（以下「まちづくり構想」という。）骨子を市長へ手渡し 
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1/21 常任委員会にてまちづくり構想（案）パブリック・コメント

の実施について事前説明 

 

2/2～3/4 まちづくり構想（案）のパブリック・コメント実施 

 

2/17 国土交通省静岡河川事務所との協議 

 

2/24 新東名島田金谷 IC 周辺住民説明会にてまちづくり構想（案）

について説明 

 

2/25 国道 473 号沿道土地所有者８人が国道 473 号西側の開発につ

いての陳情書を提出 

 

3/11 関東農政局大井川用水農業水利事業所との協議 

 

3/20 まちづくり構想を策定し公表 

 

5/26 静岡県関係課との協議（地域政策課、農地利用課、農地計画

課、都市計画課） 

 

5/28 堤間地区土地所有者説明会にてまちづくり構想について説明 

 

7/16 静岡県関係課との協議（地域政策課、農地利用課、農地計画

課、都市計画課、中部地域政策局） 

 

7/17 まちづくり協議会正副会長との打合せ 

 

8/5 金谷土地改良区への説明 

 

8/24 新東名島田金谷 IC 周辺土地所有者説明会にて土地所有者意向

調査等について説明（地権者：68 人） 

 

8 月～10 月 土地所有者意向調査実施 

 

8/27 関東農政局を訪問 

 

8/28 静岡県農地利用課との協議 

 

9/25 第１回にぎわい交流拠点ＷＳを開催（島田市、中日本高速道
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路㈱、大井川農業協同組合、大井川鐵道㈱） 

 

10/13 第２回にぎわい交流拠点ＷＳを開催（島田市、中日本高速道

路㈱、大井川農業協同組合、大井川鐵道㈱） 

 

10/22 まちづくり協議会正副会長との協議 

10/27 静岡県関係課との協議（農地利用課、農地計画課、都市計画

課） 

 

11/11 第３回にぎわい交流拠点ＷＳを開催（島田市、中日本高速道

路㈱、大井川農業協同組合、大井川鐵道㈱） 

 

11/9 静岡県都市計画課との協議 

 

12/13 牛尾山地区土地所有者の会の設立（土地所有者 57 人） 

 

12/18 新東名島田金谷 IC 周辺土地所有者等説明会（土地所有者ほ

か 100 人） 

 

1/19 関東農政局との協議 

 

1/27 新東名島田金谷 IC 周辺賑わい交流拠点整備基本構想を策定 

 

2/2 静岡県関係課との協議（地域政策課、農地利用課、農地計画

課） 

 

2/6 （報道）静岡新聞１面ににぎわい交流拠点整備について記事掲

載 

 

2/25 賑わい交流拠点整備についての共同記者発表 

 

3/4 静岡県関係課との協議（農地計画課、農林事務所企画経営課） 

 

3/16 大井川用水農業水利事業所との協議 

 

4/11 西関東調査管理事務所との協議 

 

4/15 まちづくり協議会正副会長への報告 
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4～5 月 静岡県関係課等との協議 

 

5/27 国交省静岡河川事務所現地視察及び意見交換会 

 

6/1 まちづくり協議会正副会長との協議 

 

6/27 内陸フロンティア推進区域の変更（約 78ha→約 84ha）を申請 

 

7/1 内陸フロンティア推進区域変更 

 

8/9 Ｈ28 第 1 回まちづくり協議会にて「新東名島田金谷ＩＣ周辺 

まちづくり基本計画」案について説明 

 

8/23 金谷コミュニティとの懇談会 

（２（２（２（２）上位関連計画における位置付け）上位関連計画における位置付け）上位関連計画における位置付け）上位関連計画における位置付け 

静岡県及び本市では、各種上位・関連計画の中で、新東名島田金谷 IC 周辺における基盤整備の方針や

土地利用のあり方等について、以下のような位置付けを行っている。 

①静岡県総合計画「富国有徳の理想郷」“ふじのくに”のグランドデザイン（静岡県）①静岡県総合計画「富国有徳の理想郷」“ふじのくに”のグランドデザイン（静岡県）①静岡県総合計画「富国有徳の理想郷」“ふじのくに”のグランドデザイン（静岡県）①静岡県総合計画「富国有徳の理想郷」“ふじのくに”のグランドデザイン（静岡県）    

【後期アクションプラン】【後期アクションプラン】【後期アクションプラン】【後期アクションプラン】H25H25H25H25 年度年度年度年度    

第５章第５章第５章第５章    地域づくりの基本方向地域づくりの基本方向地域づくりの基本方向地域づくりの基本方向    

３３３３    地域圏の目標地域圏の目標地域圏の目標地域圏の目標    

（４）志太榛原・中東遠地域『“ふじのくに”の空の玄関口にふさわしい水と緑（食・茶・花）に彩られた美し（４）志太榛原・中東遠地域『“ふじのくに”の空の玄関口にふさわしい水と緑（食・茶・花）に彩られた美し（４）志太榛原・中東遠地域『“ふじのくに”の空の玄関口にふさわしい水と緑（食・茶・花）に彩られた美し（４）志太榛原・中東遠地域『“ふじのくに”の空の玄関口にふさわしい水と緑（食・茶・花）に彩られた美し

い品格のある交流い品格のある交流い品格のある交流い品格のある交流都市圏』都市圏』都市圏』都市圏』    

○陸・海・空の交通基盤を活用した多彩な産業集積地域の形成○陸・海・空の交通基盤を活用した多彩な産業集積地域の形成○陸・海・空の交通基盤を活用した多彩な産業集積地域の形成○陸・海・空の交通基盤を活用した多彩な産業集積地域の形成    

・ 新東名高速道路や富士山静岡空港等を生かした企業誘致を積極的に推進し、成長産業の集積を図

るとともに、北海道等の就航地を含む国内外との経済交流を推進する。 
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②静岡県国土利用計画－第四次－（静岡県）②静岡県国土利用計画－第四次－（静岡県）②静岡県国土利用計画－第四次－（静岡県）②静岡県国土利用計画－第四次－（静岡県）H20H20H20H20 年度年度年度年度    

第３章第３章第３章第３章    第２章に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要第２章に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要第２章に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要第２章に掲げる事項を達成するために必要な措置の概要    

４４４４    地域別の措置地域別の措置地域別の措置地域別の措置    

（４）志太榛原・中東遠地域（４）志太榛原・中東遠地域（４）志太榛原・中東遠地域（４）志太榛原・中東遠地域    

・ 志太榛原・中東遠地域は、陸・海・空の交通結節点地域として、地域内都市や中山間地域、海岸地域

が連携し、都市間の連携により富士山静岡空港を生かした都市機能がバランスよく配置され、本県の

新たな玄関口にふさわしい都市圏づくりや、国内外との交流拠点の形成、特色ある産業集積を図るな

ど、多重心型の地域の形成を図る。 

・ 高速道路等の IC 周辺、御前崎港周辺、富士山静岡空港周辺等においては、自然環境の保全や農業

的土地利用との調整に配慮しつつ、交通結節点の機能を活かした都市的土地利用の誘導に努める。 

③島田都市計画③島田都市計画③島田都市計画③島田都市計画    都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（静岡県）都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（静岡県）都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（静岡県）都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（静岡県）H27H27H27H27 年度年度年度年度    

※島田都市計画※島田都市計画※島田都市計画※島田都市計画    都市基本計画（都市基本計画（都市基本計画（都市基本計画（H27.3H27.3H27.3H27.3）を抜粋）を抜粋）を抜粋）を抜粋    

２２２２    都市計画の目標都市計画の目標都市計画の目標都市計画の目標    

（１）都市づくりの基本理念（１）都市づくりの基本理念（１）都市づくりの基本理念（１）都市づくりの基本理念    

①広域交流の舞台、活力を創出するコンパクトな都市づくり 

②集い・憩い・楽しむ新しい交流が生まれる都市づくり 

③安全・安心して快適に暮らせる都市づくり 

④地域特性を活かした個性的で魅力ある都市づくり 

⑤環境と調和した都市づくり 

⑥地域コミュニティの連携と協働により未来を彩る都市づくり 

（３）地域毎の市街地像（３）地域毎の市街地像（３）地域毎の市街地像（３）地域毎の市街地像    

①拠点配置の考え方①拠点配置の考え方①拠点配置の考え方①拠点配置の考え方    

ｃ．産業拠点ｃ．産業拠点ｃ．産業拠点ｃ．産業拠点    

・ 本地域の活力創出のために工業・物流系施設の集積を図るべき地区を産業拠点とし、以下のとお

り配置する。 

市町名 拠点名 

島田市 ・横井地区 ・細島地区 ・金谷地区 ・往還下地区 ・中河地区 

・・・・新東名新東名新東名新東名島田金谷島田金谷島田金谷島田金谷 ICICICIC 周辺地区周辺地区周辺地区周辺地区    

③市街地配置の考え方③市街地配置の考え方③市街地配置の考え方③市街地配置の考え方    

ｃ．工業地域ｃ．工業地域ｃ．工業地域ｃ．工業地域    

・ 一級河川大井川沿いに展開する工業系用途地域は、今後とも工業地域として位置づけ、機能強化

を目指すものとする。さらに、新東名島 

田金谷 IC 周辺、東名高速道路吉田 IC 

及び富士山静岡空港周辺においては、 

農林業等との調整を行い、高速交通網 

を活かした必要な企業立地を検討する。 
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④島田市総合計画（島田市）④島田市総合計画（島田市）④島田市総合計画（島田市）④島田市総合計画（島田市）    

【後期基本計画】【後期基本計画】【後期基本計画】【後期基本計画】H25H25H25H25 年度年度年度年度    

■重点プロジェクト３「にぎわい交流プロジェクト」■重点プロジェクト３「にぎわい交流プロジェクト」■重点プロジェクト３「にぎわい交流プロジェクト」■重点プロジェクト３「にぎわい交流プロジェクト」    

1111----1111 全国・世界へ広がる物流・交流拠点全国・世界へ広がる物流・交流拠点全国・世界へ広がる物流・交流拠点全国・世界へ広がる物流・交流拠点    

新東名新東名新東名新東名島田金谷島田金谷島田金谷島田金谷 ICICICIC 周辺における新たな土地利用周辺における新たな土地利用周辺における新たな土地利用周辺における新たな土地利用    

 新東名島田金谷 IC 周辺の土地利用計画を策定し、交通結節点としての機能を活かした土地利用を促

進する。 

○交通拠点を生かした周辺基盤整備《重点プロジェクト》○交通拠点を生かした周辺基盤整備《重点プロジェクト》○交通拠点を生かした周辺基盤整備《重点プロジェクト》○交通拠点を生かした周辺基盤整備《重点プロジェクト》    

新東名島田金谷 IC 周辺等について、農業振興地域の見直しにより、都市的土地利用への転換を図

る。 

3333----2222 工業の振興工業の振興工業の振興工業の振興    

<<<<重点的取組重点的取組重点的取組重点的取組>>>>    

地域の特性を活かした新規企業の誘致地域の特性を活かした新規企業の誘致地域の特性を活かした新規企業の誘致地域の特性を活かした新規企業の誘致    

富士山静岡空港や新東名高速道路などの交通結節機能による利便性や、豊富な水資源、温暖な気

候、強固な地盤、多彩な地場産品などの当市が持つ優位性を活かし、新産業の創出や新規企業の誘致

に取り組む。 

○企業立地基盤の整備《重点プロジェクト》○企業立地基盤の整備《重点プロジェクト》○企業立地基盤の整備《重点プロジェクト》○企業立地基盤の整備《重点プロジェクト》    

工業系用途地域内の未利用地の整備を進めるとともに、新東名島田金谷 IC 周辺等において、新たな

工業用地整備を進める。 

 

⑤国土利用計画島田市計画（島田市）⑤国土利用計画島田市計画（島田市）⑤国土利用計画島田市計画（島田市）⑤国土利用計画島田市計画（島田市）H20H20H20H20 年度年度年度年度    

■金谷市街地ゾーン■金谷市街地ゾーン■金谷市街地ゾーン■金谷市街地ゾーン    

新東名高速道路（仮称）金谷 IC 建設予定地周辺の横岡・竹下地区、牛尾地区、金谷河原地区は、都

市基盤の整備、民間活力を活用した工業・流通関連施設の整備などを進めるが、当地区内に農業振興

地域内の農用地が多く存在するため、保全すべき農用地は明確化し、計画的な土地利用を図る。 

また、大井川沿いの豊かな自然環境を活かし、市民の憩いと安らぎの場となる公園・緑地として利用を

検討する。（企業用地整備エリア） 

新東名高速道路（仮称）金谷 IC が開設さ

れることにより今後市街化が進むことが予

想されるが、地区内にまとまった農用地が

存在することから、保全する農用地を明確

化し、農産物の供給機能のほか、防災機

能、環境保全機能などの多面的な機能を確

保する。都市的土地利用を図る際には、農

業的土地利用と調整し、計画的に進める。 
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⑥島田市都市計画マスタープラン（島田市）（⑥島田市都市計画マスタープラン（島田市）（⑥島田市都市計画マスタープラン（島田市）（⑥島田市都市計画マスタープラン（島田市）（H21H21H21H21 年度）年度）年度）年度）    

【地域別構想（五和地域）】【地域別構想（五和地域）】【地域別構想（五和地域）】【地域別構想（五和地域）】    

■土地利用の方針－高速交通結節点の活用■土地利用の方針－高速交通結節点の活用■土地利用の方針－高速交通結節点の活用■土地利用の方針－高速交通結節点の活用    

新東名高速道路（仮称）金谷 IC 周辺地区は、

新たな産業活動や企業立地とともに新しい農業

形態への変化に対応した誘導をしながら、産業

経済的な施設の適正な配置と、住宅地として良

好で快適な市街地環境の形成を図る。そのため

に、現在の農業的土地利用と調整を行いつつ、

計画的な土地利用と環境形成を誘導する。 

■幹線道路の整備■幹線道路の整備■幹線道路の整備■幹線道路の整備    

新たな都市計画道路のネットワークを強化し、

新東名高速道路（仮称）金谷 IC の開設により予

想される交流交通の対応に備える。 

 

 

⑦内陸のフロンティアを拓く取組（静岡県）⑦内陸のフロンティアを拓く取組（静岡県）⑦内陸のフロンティアを拓く取組（静岡県）⑦内陸のフロンティアを拓く取組（静岡県）    

新東名島田金谷 IC 周辺は、平成 26 年 5 月 27 日に北東エリア約 77.7ha について静岡県の「内陸フ

ロンティア推進区域」に指定され、平成 28 年 7 月１日に現在の 84.3ha に変更した。 

内陸フロンティア推進区域とは、防災・減災と地域成長を両立させた魅力ある地域づくりを実現するた

めの施策であり、「内陸フロンティア推進区域」に指定された区域には、通常の企業立地に関する助成制

度に加え、補助率及び限度額の引き上げや設備投資を行う中小企業への貸付に対する利子補給など、

県独自の財政・金融の重点的な支援を受けることができる。 
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⑧⑧⑧⑧まちづくり構想まちづくり構想まちづくり構想まちづくり構想（島田市）（島田市）（島田市）（島田市）H26H26H26H26 年度年度年度年度    

【まちの将来像・コンセプト】【まちの将来像・コンセプト】【まちの将来像・コンセプト】【まちの将来像・コンセプト】    

・ 住みやすく、住み続けられるまち 

・ 生活しやすい便利なまち 

・ 人が集まり、にぎわいのあるまち 

・ 地域資源を活かした産業が盛んなまち 

・ お茶の文化が息づき、教育・文化の場があるまち 

・ 土地利用の調和がとれたまち 

・ 災害に強く、安全・安心なまち 

・ 広域的な位置づけの中で役割を担うまち 

 

【土地利用の方針】【土地利用の方針】【土地利用の方針】【土地利用の方針】    

短 期 堤間地区や牛尾山地区において、産業活性化機能や賑わい・交流拠点機能の整備・誘

致を推進し、交流人口の拡大や、地区で働くことができる雇用の場及び新たな産業の創出

を目指す。 

中長期 良好な住環境の保全・創出や生活利便施設の誘致、更なる関連産業機能の集積を図

り、雇用の場の確保による地区の定住人口の増加と新たな産業の創出・集積を目指す。 

 

 

 

 

 

 

地域資源を活かした産業と文化

があり、広域的な役割を担い、地

域に人が訪れ、将来にわたり住

み続けられるまちづくり 
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３ 計画の必要性 

（１）計画の必要性・緊急性（１）計画の必要性・緊急性（１）計画の必要性・緊急性（１）計画の必要性・緊急性 

本市では、少子高齢化、人口減少などの諸課題に対応し、都市の活力を維持・向上させることが喫緊の

課題となっている。 

これらの課題に対応するためには、「島田市における安定した雇用を創出する」、「島田市への新しい人の

流れをつくる」、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」、「時代に合った地域をつくり、安心なくら

しを守るとともに、地域と地域が連携する」ことが必要であり、それらを実践することができるか否かが鍵とな

っている。これにより、「しごと」をつくり、地域に「ひと」を呼び込み、「ひと」の暮らしを支える「まち」が活性化

する好循環・相乗効果が発生すると考えている。 

そのうえで、本市における地域特性を分析し、歴史・文化、地理的特性、資本や労働力等の既存資源等を

十分に活かすことが求められている。 

また、人口減少の克服のためには、若い世代の希望に沿って、結婚、妊娠、出産、子育てができるような

環境を整えることが何より大事である。特に、安心して結婚や出産・子育てを行うことができる経済的基礎を

創ることが重要であり、地域の魅力ある中小企業の育成支援等による若者雇用対策を進める必要がある。 

以上のことから、本市では、良質な水資源や農林産物が豊富にあること、陸・海・空の交通結節点に位置

していること、内陸部に位置し津波等の災害のおそれがないことなど、大井川に育まれた本市ならではの産

業や地域特性を最大限に活かした企業誘致により、『稼ぐ拠点の創出』を目指すと共に、都市活力の強化と

地域のブランド化を高めていくことが地域の振興につながり、持続可能な都市を実現する最善の方策である

と考えている。 

（２（２（２（２）広域交通の要衝地である観点からの必要性）広域交通の要衝地である観点からの必要性）広域交通の要衝地である観点からの必要性）広域交通の要衝地である観点からの必要性 

これまでも島田市は、東名高速道路、国道 1 号、東海道本線が横断する広域交通の利便性の高い地域

であったが、平成 21 年 6 月に富士山静岡空港が開港したこと、また、平成 24 年 4 月に静岡県内区間の新

東名高速道路が開通し新東名島田金谷 IC の供用が開始されたこと、さらに御前崎港から東名高速道路相

良牧之原 IC を経由して、新東名島田金谷 IC を結ぶ「金谷御前崎連絡道路」の整備が進められていることな

ど、「陸・海・空」の広域交通拠点がネットワーク化した交通の要衝地として優位性が一段と高まっている。 

このことから、首都圏や中京都市圏など広域を対象とした交通拠点としての関心やニーズが高まっており、

企業の進出、新たな雇用の機会の確保など、今後の本市の活力の源として重要な役割を担うことが期待さ

れる。 

このような、広域交通の要衝地であることの立地優位性を十分に活かした土地利用を図ることが求められ

ている状況を踏まえ、新東名高速道路と地域交通との連携強化などにより、本市の課題である都市活力の

維持・向上を図るため、新東名島田金谷 IC 周辺において、計画的な開発事業による都市的土地利用への

転換が必要である。 
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（３（３（３（３）農業の現状や農家の意向の観点からの必要性）農業の現状や農家の意向の観点からの必要性）農業の現状や農家の意向の観点からの必要性）農業の現状や農家の意向の観点からの必要性 

本市の第 1 次産業就業者数は年々減少傾向にあり、特に農業は他の産業に比べて 70 代以上の就業者

割合が突出して多くなっている。 

現状のまま推移した場合、本市では、農業の後継者不足が顕著になるとともに、後継者不足に伴う耕作

放棄地の大量発生などが危惧される。耕作放棄地の発生は、産業面・土地利用面・環境面・景観面など多

方面に悪影響を与えるおそれがある。 

このような状況を踏まえ、新東名島田金谷 IC 周辺において開発事業による都市的土地利用へ転換し、農

業の 6 次産業化に資する産業集積を推進していくことが必要である。 
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（４（４（４（４）市民、地域）市民、地域）市民、地域）市民、地域住民の意向の観点からの必要性住民の意向の観点からの必要性住民の意向の観点からの必要性住民の意向の観点からの必要性 

本市では、さまざまな場面において住民のニーズを聞き取っている。その中で、新東名島田金谷 IC 周辺

において、産業の活性化や、交流拠点機能の整備や誘致が強く求められている。 

このような中で、本市が、企業立地が可能となる都市的土地利用を進めるためには、住民の理解を得るこ

とが最重要課題であることから、住民の理解が得られている本区域の事業実施の実現性が高いと考えてい

る。 

このような状況を踏まえ、本市の課題である都市活力の維持・向上を図るため、新東名島田金谷 IC 周辺

において、都市的土地利用への転換を計画的に進めていくことが必要である。 

 

①島田市総合計画後期基本計画策定に係るアンケート調査（①島田市総合計画後期基本計画策定に係るアンケート調査（①島田市総合計画後期基本計画策定に係るアンケート調査（①島田市総合計画後期基本計画策定に係るアンケート調査（H25.8H25.8H25.8H25.8））））    

・ 新東名島田金谷 IC 周辺の整備

の進め方に関する設問におい

て、「商業施設や集客施設を誘

致する」が 33.7％と最も高く、次

いで「地元農産物・特産品の販

売施設を整備する」が 30.9％と

なっている。 

 

 

 

②島田市総合計画後期基本計画策定に係るタウンミーティング（②島田市総合計画後期基本計画策定に係るタウンミーティング（②島田市総合計画後期基本計画策定に係るタウンミーティング（②島田市総合計画後期基本計画策定に係るタウンミーティング（H25.10H25.10H25.10H25.10））））    

・ 新東名島田金谷 IC 周辺にＳＬの駅を設けてほしい。 

・ 観光の振興について、金谷地区の観光資源の整備が必要。 

・ 人口増加施策について取り組んでほしい。 

 

③金谷の未来を考えるワークショップ（③金谷の未来を考えるワークショップ（③金谷の未来を考えるワークショップ（③金谷の未来を考えるワークショップ（H25.6H25.6H25.6H25.6～～～～7777    主催：金谷コミュニティ委員会）主催：金谷コミュニティ委員会）主催：金谷コミュニティ委員会）主催：金谷コミュニティ委員会）    

・ 雇用促進、人口増加（若い人）のための企業誘致 

・ 都市的土地利用には柔軟な対応 

・ アクセス道路の整備（インターから空港まで） 

・ 新東名高速道路、空港を活用した流通、交通、防災の重要拠点としてのまちづくり 

・ インター利用者をもてなすことができる観光案内施設              など 
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④④④④まちづくり協議会まちづくり協議会まちづくり協議会まちづくり協議会（（（（H26.9H26.9H26.9H26.9～～～～H26.1H26.1H26.1H26.11111））））    

・ まちづくり協議会では、平成 26 年 9 月～12 月に計 5 回のワークショップなどを開催し、IC 周辺にお

ける今後の土地利用の方向性について協議した。 

・ 協議会での検討内容を踏まえ、パブリックコメントを経て、まちづくり構想を策定した。 

【まちの将来像】【まちの将来像】【まちの将来像】【まちの将来像】    

○住みやすく、住み続けられるまち 

○生活しやすい便利なまち 

○人が集まり、にぎわいのあるまち 

○地域資源を活かした産業が盛んなまち 

○お茶の文化が息づき、教育・文化の場があるまち 

○土地利用の調和がとれたまち 

○災害に強く、安全・安心なまち 

○広域的な位置づけの中で役割を担うまち 

【まちづくりのコンセプト】【まちづくりのコンセプト】【まちづくりのコンセプト】【まちづくりのコンセプト】    

地域資源を活かした産業と文化があり、広域的な役割を担い、地域に人が訪れ、 

将来にわたり住み続けられるまち 

【土地利用方針】【土地利用方針】【土地利用方針】【土地利用方針】    

＜短期＞＜短期＞＜短期＞＜短期＞ 

・ 堤間地区や牛尾山地区において、産業活性化機能や賑わい・交流拠点機能の整備、誘致を推

進し、交流人口の拡大や、地区で働くことができる雇用の場及び新たな産業の創出を目指す。 

＜中期～長期＞＜中期～長期＞＜中期～長期＞＜中期～長期＞ 

・ 良好な住環境の保全・創出や生活利便施設の誘致、更なる関連産業機能の集積を図り、雇用

の場の確保による地区の定住人口の増加と新たな産業の創出・集積を目指す。 
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（５（５（５（５）企業の意向の観点からの必要性）企業の意向の観点からの必要性）企業の意向の観点からの必要性）企業の意向の観点からの必要性 

新東名島田金谷ＩＣ周辺への企業の進出意向を把握するため、本市では、県内外の主要な上場企業のう

ち、主に市内に立地実績のある業種 252 社、県内金融機関等 48 社を対象に、平成 26 年 5 月～6 月にアン

ケート調査を行い、さらに同年 10 月～平成 27 年 3 月にヒアリングを実施した。 

アンケート調査及びヒアリング調査の結果、新東名島田金谷ＩＣ周辺が「陸・海・空」の広域交通拠点ネット

ワーク上の交通結節点に位置していることなどを背景として、多くの企業の立地希望があった。 

このような状況を踏まえ、本市としても立地意欲のある企業意向に応え、本市の課題である都市活力の維

持・向上を図るため、新東名島田金谷ＩＣ周辺において、計画的な開発事業による都市的土地利用への転換

が必要である。 

 

＜アンケート調査＞＜アンケート調査＞＜アンケート調査＞＜アンケート調査＞    

調査期間： 平成 26 年 5 月～6 月 

調査対象： ① 上場企業 

県内外の主要な上場企業のうち、主に市内に立地実績のある業種（食料品・飲料

の製造、卸し又は関連機器、医療品の製造、卸し又は関連機器、紙・パルプ） 

② 県内金融機関等 

県内金融機関、建設事業者、不動産事業者、コンサルタント事業者 

回 答 数： ① 上場企業機関等   42 件（16.6％） 

② 県内金融機関等   28 件（58.3％） 

計                70 件（23.3％） 

  

 

 

送付

件数 

(件) 

回答

件数 

(件) 

新規立地の計画の有無(件) 

左で「有」の内、新東名島田金谷左で「有」の内、新東名島田金谷左で「有」の内、新東名島田金谷左で「有」の内、新東名島田金谷 ICICICIC

周辺での可能性（件）周辺での可能性（件）周辺での可能性（件）周辺での可能性（件）    

立地希望面積等（㎡）立地希望面積等（㎡）立地希望面積等（㎡）立地希望面積等（㎡）    

有 

未定 

（今後検

討） 

計 有有有有    

未定未定未定未定    

（今後検討）（今後検討）（今後検討）（今後検討）    

計計計計    有有有有    

未定未定未定未定    

（今後検討）（今後検討）（今後検討）（今後検討）    

計計計計    

上場企業 252 42 4 5 9 1111    1111    2222    6,6006,6006,6006,600    19,80019,80019,80019,800    26,40026,40026,40026,400    

県内金融 

機関等 

48 28 25 4 29 18181818    5555    23232323    

54,94554,94554,94554,945～～～～    

56,76056,76056,76056,760    

79,20079,20079,20079,200～～～～

115,500115,500115,500115,500    

134,145134,145134,145134,145

～～～～

172,260172,260172,260172,260    

計 300 70 29 9 38 19191919    6666    25252525    

61,54561,54561,54561,545～～～～    

63,36063,36063,36063,360    

99,00099,00099,00099,000～～～～

135,300135,300135,300135,300    

160,545160,545160,545160,545

～～～～

198,660198,660198,660198,660    

※県内金融機関等は複数可 

※面積については、8 社が未定と回答 

 

＜ヒアリング調査＞＜ヒアリング調査＞＜ヒアリング調査＞＜ヒアリング調査＞    

調査期間： 平成 26 年 10 月～平成 27 年 3 月 

（６（６（６（６））））観光資源の有効活用の観点観光資源の有効活用の観点観光資源の有効活用の観点観光資源の有効活用の観点からの必要性からの必要性からの必要性からの必要性 

新東名島田金谷ＩＣ周辺は、大井川鐵道と、新東名高速道路が交差していることが特徴である。大井川鐵

道は、全国でも珍しいＳＬの運行路線であり、近年は機関車トーマスを運行し脚光を浴びるなど、極めて大き
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なインパクトをもった観光資源である。新東名島田金谷ＩＣ周辺において、SL という観光資源と新東名高速道

路 IC との連結を強化することは、本地区のみならず、大井川流域における観光やお茶などの基幹産業の振

興・交流人口の増加に大変有効である。 

このため、市がシティプロモーションとして推進している島田市緑茶化計画を具現化する『稼ぐ拠点』として、

平成 27 年度において、「新東名島田金谷 IC 周辺賑わい・交流拠点整備基本構想」を、平成 28 年度には「新

東名島田金谷ＩＣ周辺賑わい・交流拠点整備基本計画」を策定し、大井川農業協同組合、大井川鐵道株式

会社、中日本高速道路株式会社との連携による賑い・交流拠点の整備を推進している。 

この構想及び計画を実現し、賑わい・交流拠点を核とした新東名島田金谷 IC 周辺の玄関地区及び国道

473 号沿道の都市的土地利用を進め、『稼ぐ拠点』を創出することは、地域振興に必要不可欠である。 

 

                    《島田市緑茶化計画の取組》島田市緑茶化計画の取組》島田市緑茶化計画の取組》島田市緑茶化計画の取組》    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

（７）地区住民の住環境の保全及び新規雇用者等のための住宅地の（７）地区住民の住環境の保全及び新規雇用者等のための住宅地の（７）地区住民の住環境の保全及び新規雇用者等のための住宅地の（７）地区住民の住環境の保全及び新規雇用者等のための住宅地の確保の観点からの必要性確保の観点からの必要性確保の観点からの必要性確保の観点からの必要性 

前述したとおり新東名島田金谷ＩＣ周辺は、その立地優位性から、産業、観光分野の両面から都市的土地

利用の開発ポテンシャルが高い地区であり、今後人口の増加と開発に伴う住環境の悪化が懸念される。 

このため、地区住民の生活環境の保全、既存住宅の代替地及び立地企業や整備施設の新規雇用者の

ための住宅地の確保も必要不可欠である。 
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４４４４    開発対象地の検討及び基本計画図開発対象地の検討及び基本計画図開発対象地の検討及び基本計画図開発対象地の検討及び基本計画図 

（１）開発対象地の検討の経緯（１）開発対象地の検討の経緯（１）開発対象地の検討の経緯（１）開発対象地の検討の経緯    

前章のとおり、本市にとってさらなる都市的土地利用の必要性があることから、市内において利用可能な

土地を検討した経緯がある。 

市内における既存の工業系用途地域内には、5ha 以上の集団的未利用地は存在せず、また農振地域内

農用地区域外の集団的未利用地についても、5ha 以上の集団的未利用地は存在していない。これを踏まえ、

平成 25 年度において、総合計画、国土利用計画島田市計画、都市計画マスタープラン等の上位計画に都

市的土地利用が位置付けられている市内 10 箇所について比較検討を行った結果、新東名島田金谷 IC 周

辺北東エリア約 78ha を選定した。 

その後、地区住民からの陳情、まちづくり協議会における住民の意見や具体的な土地利用内容の計画を

踏まえ、新東名島田金谷 IC 周辺北東エリアに国道 473 号沿道を加えた約 84ha（内陸フロンティア推進区域）

を本計画の対象地（以下「計画地区」という。）とした。 

（２）基本計画図（２）基本計画図（２）基本計画図（２）基本計画図    

計画地区における都市的土地利用の必要性とまちづくり構想の方向性を踏まえ、計画地区における企業

等の立地ニーズの受け皿となる「産業活性化ゾーン」、広域交通の結節点としての賑わい・交流拠点の形成

や地域産業の振興を図る「地区の玄関ゾーン」と、地区住民のための住環境確保、既存住宅の代替住居及

び新規雇用者の新規住居確保のための「生活環境保全ゾーン」の３つのゾーンに区分して、それぞれのゾ

ーンにおける整備計画を基本計画図として示す。 
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５５５５    計画の実現に向けた土地利用の推進計画の実現に向けた土地利用の推進計画の実現に向けた土地利用の推進計画の実現に向けた土地利用の推進 

（１）（１）（１）（１）土地利用調整土地利用調整土地利用調整土地利用調整    

本計画実現のための土地利用調整として、平成 28 年度に実施する農業振興地域整備計画の定期変更

において、平成 29 年２月を目途に、計画地区を農業振興地域農用地区域から除外する。 

農業振興地域農用地区域からの除外後、都市的土地利用を図るための関係機関との協議調整を経て、

平成 30 年２月を目途に都市計画用途地域を指定する。 

なお、農業振興地域農用地区域からの除外後、都市計画用途地域指定までの期間については、本計画

の実現に支障を及ぼさないようにするため、計画地区全体を、将来用途地域を踏まえた特定用途制限地域

に指定し土地利用を計画的に推進する。 

   将来的な都市的土地利用図は、次のとおりである。 

（２）開発整備（２）開発整備（２）開発整備（２）開発整備    

基本計画図において、短期とした区域については、概ね５年を目途に整備する。このため、短期地区（堤

間地区、牛尾山地区）にアクセスする幹線道路については、先行して整備する。 

   なお、短～長期とした区域については、計画的な土地利用により民間需要を誘導しつつ、基盤整備の状

況を踏まえ、早期の整備着手を目指していく。 
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市民意見（パブリック・コメント）の募集市民意見（パブリック・コメント）の募集市民意見（パブリック・コメント）の募集市民意見（パブリック・コメント）の募集 

平成 28 年９月 20 日（火）から平成 28 年 10 月 20 日(木)まで新東名島田金谷ＩＣ周辺まちづくり計画（案）

を公表し、市民等から広く意見を募集した。 

   その結果は、以下のとおりである。 

１ 応募件数  １件 

２ 応募意見の概要 

提出日 意見内容 意見への対応 

H28.10.５ 【22 ページ】５、計画の実現に向けた土地利用の推進 

(1)土地利用調整 

・「平成 29 年２月を目途に、計画地区を農業振興地域農

用地区域から除外する。」 

・「平成 30 年２月を目途に都市計画用途地域を指定す

る。」 

(2)開発整備 

・「開発整備基本計画図において、短期とした区域につい

ては、概ね５年を目途に整備する。このため短期地区（堤

間地区、牛尾山地区）にアクセスする幹線道路について

は、先行して整備する。」 

以上の点については、確実に実行して欲しい。 

指摘があった点を含め、計画

の実現のため、最善を尽くし

ます。 

整備予定道路に加えて、河川敷駐車場に向かって直進

する道路整備を追加して欲しい。 

アクセス道路の整備にあたっ

ては、河川敷の「スポーツ広

場」への交通動線を考慮しま

す。 

『稼ぐ拠点』を創出するために、新東名島田金谷ＩＣ周

辺玄関地区及び国道 473 号沿道の都市的土地利用につい

ては、実現に向けて、大井川農業協同組合、大井川鐵道㈱、

中日本高速道路㈱が協力して、それぞれの力を発揮して

いくことが、地域振興に必要不可欠だと思う。 

特に賑わい・交流拠点については、人が集まり、賑わい

のある、生活がしやすくて、すみたくなるまちづくりに資

する事を大いに期待する。 

期待に添えるよう最善を尽

くします。 

牛尾山地区については、広域交流拠点、防災拠点、物資

等物流拠点、人が遊び学べる集客施設の誘致に期待する。 

期待に添えるよう最善を尽

くします。 

本計画案に悉く賛同し、この地区で働きたくなるまち

づくりを願い、関連企業機能の集積と雇用の場の確保、新

たな産業の創出と集積を期待する。 

本計画案を全面的に支持し、実現のために微力を尽く

したい。 

期待に添えるよう最善を尽

くすとともに、地域の協力を

得ながら、実施していきます

ので、今後ともご理解とご協

力をお願いします。 
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